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☐
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☐

☐
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☑

☑

☐
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☑

40％

年間1～2回参加 年間3回参加

項目 基本給、賞与を合わせた総額のベースアップ

60％

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 持ち込み率

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

2024年度8.0％向上（2021年度比）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

使用率20％

現場でのより細かい分別を指導することによって社員に定着したこ
とで、目標の90％は未達成ながら持込率40％まで増加した。

項目 樹木に対する知識や重機の使い方

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

従業員給与等のベースアップ 現状（2024年） 更新時（3年後）

持込率40％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

7％のベースアップ

前期の指標に対する実績

8％のベースアップ
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞ
れの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時（3年後）の数値
目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

年間工事件数のおける緑の使用率。
2021→20％2024年度までに70％

前期の指標に対する実績

外構工事での緑の使用

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

外構を生垣など植栽しようと提案するが手入れが大変だという理由
によりフェンスを希望される方が多く、未達成となった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
2022年度2.0％向上（2021年度比）
2023年度1.7％向上（2021年度比）
2024年度3.2％向上（2021年度比）
外注費や薬剤の高騰があり、目標である8％は未達成である。

2024年度7.0％向上（2021年度比）

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそのまま転
記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

多様性を認め合う職場環境作りの実施
熊本県と熊本県造園建設業協会で大規模災害協定を締結しているので協会会員の一員として協力体制を整えている

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

除草・剪定くずの堆肥化施設への持ち込み
処分量における堆肥化施設への持込率。
2021年度２３％→2024年度までに90％

従業員給与のベースアップ

経済

環境

事業者名 有限会社　ハイグリーン

緑を扱う業者としてはここ近年の温暖化を少しでも防止する事や、すべての人々が暮らしやすい快適な環境作りを目指します

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

除草・剪定くずの堆肥化施設への持ち込み

社員の資格取得のための講習会や県外への実技講習会
への参加回数


